
る
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
第
１
主
題
の
作
曲

者
の
指
示
は「
セ
ン
プ
リ
ー
チ
ェ
」（
素
朴

に
）。
旋
律
を
歌
い
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
か
ら

生
ま
れ
る
真
実
の
響
き
は
、ム
ソ
ル
グ
ス
キ

ー
が《
展
覧
会
の
絵
》の
終
曲
で
、
聖
歌
旋

律
に
同
じ
指
示
を
し
て
い
る
こ
と
を
思
い

出
さ
せ
る
。

弱
音
の
金
管
コ
ラ
ー
ル

恋
人
と
自
身
の
音
名
音
型

　

弱
音
に
よ
る
金
管
コ
ラ
ー
ル
に
は
、エ
ス

プ
レ
ッ
シ
ー
ヴ
ォ
の
指
示
。
敬
虔
な
響
き

を
醸
す
促
し
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
旋
律

は
第
４
番
に
は
存
在
し
な
い
。
だ
が
、
楽

章
全
体
は
、
浄
化
に
は
遠
い
。
終
わ
り
の

ピ
ッ
コ
ロ
の
吹
く
風
景
は
、
ロ
シ
ア
の
晩
秋

の
よ
う
に
色
が
な
く
、寒
々
と
し
て
い
る
。

ー
ル
）。
下
野
竜
也
指
揮
名
古
屋
フ
ィ

ル
は
、
交
響
曲
第
10
番
を
精
緻
に
演

奏
し
、
作
品
の
魂
を
如
実
に
伝
え
た

（
５
月
29
日
、
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
）。

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
が
第
４
番
を
書
い

た
の
は
、29
～
30
歳
。第
４
番
か
ら
第
５
番
、

そ
し
て
47
～
48
歳
の
第
10
番
へ
と
、シ
ョ
ス

タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
内
面
は
ど
う
変
わ
っ
て

い
っ
た
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
、作
曲

者
の
心
の
声
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

５
番
を
結
ぶ
チ
ェ
レ
ス
タ
、ハ
ー
プ

　

Ｎ
響
定
期
の
舞
台
を
見
て
、
１
９
３
６

年
の
時
点
で
初
演
が
見
送
ら
れ
た
第
４
番

と
、
翌
37
年
に
作
曲
・
初
演
さ
れ
た
第
５

番
を
つ
な
ぐ
楽
器
の
存
在
に
思
い
が
及
ぶ
。

そ
れ
は
、チ
ェ
レ
ス
タ
と
２
台
の
ハ
ー
プ
で

あ
る
。
第
４
番
は
、
チ
ェ
レ
ス
タ
が
上
行

音
型
を
ゆ
っ
く
り
繰
り
返
し
、
最
後
は
謎

を
か
け
る
よ
う
に
、あ
る
い
は
疑
問
と「
否
」

の
声
を
上
げ
る
よ
う
に
、
不
調
和
の
音
を

奏
で
て
終
わ
る
。

　

共
産
党
機
関
紙「
プ
ラ
ウ
ダ
」
に
自
作

を
批
判
さ
れ
、
社
会
で
は「
大
テ
ロ
ル
」が

進
み
、
市
民
も
党
幹
部
も
、
軍
幹
部
も
秘

密
警
察
に
逮
捕
さ
れ
て
い
く
。
第
４
番
は
、

権
力
を
あ
ざ
笑
う
よ
う
な
不
敵
な
作
品
だ

っ
た
。

　

第
１
楽
章
と
第
３
楽
章
の
曲
想
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
。
ゲ
ル
ギ
エ
フ
は

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ（
万

華
鏡
）
と
呼
ん
だ
が
、
と
り
わ
け
第
１
楽

章
は
難
解
な
印
象
を
生
み
、
第
３
楽
章
は

一
転
し
て
サ
ー
カ
ス
の
よ
う
な
、
人
を
小
ば

か
に
し
て
い
る
ほ
ど
の
表
情
の
変
化
を
み

せ
る
。
こ
の
曲
は
社
会
主
義
へ
の
恭
順
を

要
求
す
る
党
権
力
へ
の
露
骨
な
反
抗
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
ポ
ー
ガ
指
揮
Ｎ
響
は
、
遅

め
の
テ
ン
ポ
で
生
真
面
目
な
ほ
ど
に
楽
譜

を
忠
実
に
再
現
す
る
。

砕
け
、暗
黒
に
沈
む
世
界

　

道
化
じ
み
た
終
楽
章
の
第
３
楽
章
は
、

終
結
に
向
か
い
一
転
す
る
。
マ
ー
ラ
ー
の

交
響
曲
第
５
番
を
思
わ
せ
る
コ
ラ
ー
ル
風

旋
律
が
現
れ
た
か
と
思
う
と
、
砕
け
散
り
、

不
気
味
に
暗
黒
に
沈
ん
で
い
く
。
低
弦
の

リ
ズ
ム
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲

第
６
番
の
終
結
の
引
用
で
あ
り
、
そ
の
死

の
世
界
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
よ
る
弔
歌
が

響
く
。
こ
れ
が
１
９
３
６
年
の
ソ
連
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
露
骨
に「
今
」を
描
写
し
た

上
で
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
は「
否
」
を

示
す
。

　

ラ
ト
ヴ
ィ
ア
出
身
の
ポ
ー
ガ
の
指
揮
で

は
、
輝
か
し
い
と
人
を
惑
わ
せ
る
こ
と
も

あ
る
こ
の
コ
ラ
ー
ル
風
旋
律
が
、
初
め
か
ら

鈍
く
、に
せ
の
高
揚
と
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の

曲
で
は
、
ど
ん
な
に
耳
を
凝
ら
し
て
も
祈

り
は
聴
こ
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
５
番
や

10
番
は
異
な
る
。

　

５
番
の
第
１
楽
章
の
終
結
部
で
は
、
チ

ェ
レ
ス
タ
が
上
行
音
型
を
３
度
弾
く
。
こ

れ
は
、
４
番
と
５
番
の
連
続
性
を
示
す
。

４
番
で
使
わ
れ
た
２
台
の
ハ
ー
プ
も
、
曲

想
の
変
化
の
導
入
や
、
音
色
を
深
め
る
場

で
活
躍
す
る
。
作
曲
者
は
、
初
演
を
見
送

っ
た
４
番
を
捨
て
去
っ
て
い
な
い
。
５
番

に
よ
っ
て
４
番
が
存
在
す
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
伝
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
受
け
取

れ
る
。

　

そ
し
て
、
５
番
は
新
し
い
世
界
を
開
く
。

第
３
楽
章
で
あ
る
。
４
番
で
主
調
を
な
し

た
グ
ロ
テ
ス
ク
や
諧
謔
、ユ
ー
モ
ア
と
は
無

縁
の
世
界
。
作
曲
時
に
30
歳
だ
っ
た
シ
ョ

ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
内
面
は
著
し
く
深
ま

り
、
悲
し
み
、
孤
独
、
喪
失
、
う
め
き
と
と

れ
る
旋
律
が
続
く
。
聖
歌
風
の
響
き
も
奏

で
ら
れ
る
。
結
び
に
向
か
い
、
重
要
な
役

割
を
果
た
す
の
は
、
や
は
り
、
チ
ェ
レ
ス
タ

と
ハ
ー
プ
。
４
番
の
作
曲
さ
れ
た
36
年
に

比
べ
て
も
、
５
番
作
曲
・
初
演
の
37
年
は
、

ス
タ
ー
リ
ン
政
権
下
の「
大
テ
ロ
ル
」に
よ

る
暗
黒
の
度
が
増
し
、
親
し
く
交
わ
っ
た

ト
ゥ
ハ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
元
帥
を
は
じ
め
す

ぐ
近
く
に
い
た
人
た
ち
が
姿
を
消
し
て
い

っ
た
。
第
３
楽
章
は
、
そ
の
時
を
生
き
た

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
心
そ
の
も
の
と

い
え
る
。
と
り
わ
け
最
後
の
長
調
終
止
は
、

死
者
を
思
い
、
ま
た
光
を
求
め
る
祈
り
と

受
け
取
れ
る
。

独
裁
者
の
死
の
直
後
に
作
曲

　

交
響
曲
第
10
番
も
、
そ
の
延
長
線
上
に

あ
る
。
５
番
と
の
間
に
は
独
ソ
戦
が
あ
り
、

終
戦
後
に
は
再
び
党
機
関
か
ら
自
作
を
厳

し
く
批
判
さ
れ
、
交
響
曲
第
９
番
は
演
奏

文  

藤
盛
一
朗

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
心
の
声

　
ポ
ー
ガ
指
揮
４
番
と
下
野
竜
也
指
揮
10
番

　

第
２
楽
章
は
、
荒
れ
狂
う
。
下
野
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
て
い
た
通
り
、
と
り
わ

け
中
間
部
で
ま
さ
に
異
様
な
世
界
と
な
る
。

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
は
２
群
に
分
か
れ
、
第
２

パ
ー
ト
は
通
常
の
ヘ
音
記
号
で
な
く
、
実

に
ト
音
記
号
に
よ
る
高
音
の
16
分
音
符
の

パ
ッ
セ
ー
ジ
を
フ
ォ
ル
テ
ィ
ッ
シ
モ
で
弾
く
。

時
代
の
狂
気
を
地
で
い
く
表
現
だ
ろ
う
。

　

第
３
楽
章
は
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

特
有
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
踊
り
。
だ
が
、そ
こ

に
ホ
ル
ン
・
ソ
ロ
が
響
く
あ
た
り
か
ら
人
間

味
が
増
し
て
い
く
。
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
の
恋
人
の
音
型
の
ホ
ル
ン
・
ソ
ロ
は
、
人

の
声
。
自
身
の
音
名
音
型
Ｄ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
と
と

も
に
、「
対
話
」が
始
ま
る
。
シ
ョ
ス
タ
コ
ー

ヴ
ィ
チ
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
党
が
君
臨

す
る
社
会
に
、「
個
」を
対
置
し
、そ
の
尊
厳

を
際
立
た
せ
る
。

　

第
４
楽
章
序
奏
部
は
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ル

ー
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
と
移
り
行
く
ソ
ロ
の
表

情
が
深
い
。
光
に
進
む
よ
う
に
み
え
な
が

ら
、
夜
鳴
き
鳥
の
よ
う
な
悲
鳴
に
似
た
音

が
交
錯
す
る
。
主
部
に
入
る
と
勇
壮
に
前

に
進
む
音
楽
は
、
や
が
て
難
破
す
る
よ
う

に
砕
け
る
。
そ
こ
か
ら
再
び
Ｄ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
音

型
が
立
ち
上
が
り
、
最
後
は
歓
呼
の
よ
う

な
明
る
さ
と
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
風
の
勝
利
で
は
な
い
。
そ
う

で
は
な
く
て
も
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
を

は
じ
め
多
く
の
市
井
の
人
々
は
生
き
、
未

来
を
思
っ
た
。
湧
き
上
が
る
感
動
は
、そ
の

こ
と
へ
の
共
感
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

50

が
禁
じ
ら
れ
た
。
10
番
が
作
曲
さ
れ
た
の

は
、
独
裁
者
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
か
ら
４
か
月

後
の
１
９
５
３
年
７
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
で
あ
る
。
共
産
党
大
会
の
秘
密
報
告
で

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
行
わ
れ
、
大
テ
ロ
ル
の

実
態
が
表
に
出
る
の
は
、
56
年
。
独
裁
政

権
か
ら
ど
こ
に
移
り
行
く
の
か
。
ま
だ
判

然
と
し
な
い
段
階
で
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
は
こ
の
交
響
曲
を
作
曲
し
た
の
だ
っ
た
。

　

下
野
竜
也
の
基
本
姿
勢
は
、
ブ
ル
ッ
ク

ナ
ー
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
指
揮
と
変
わ

ら
な
い
。
楽
譜
を
読
み
込
み
、
楽
員
と
の

真
剣
な
共
同
作
業
で
音
に
し
て
い
く
。
名

古
屋
フ
ィ
ル
の
演
奏
は
、ふ
だ
ん
は
な
に
げ

な
く
聴
き
進
め
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
は

っ
と
す
る
印
象
を
も
た
ら
す
。
第
１
楽
章

の
弦
の
序
奏
部
は
た
だ
、
重
苦
し
い
の
で

は
な
い
。
冬
の
雪
雲
か
ら
わ
ず
か
に
差
す

光
の
よ
う
な
旋
律
や
音
色
が
伝
わ
っ
て
く

　

５
月
は
優
れ
た
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

演
奏
が
続
い
た
。
交
響
曲
第
４
番
を
取
り

上
げ
た
の
は
、
ア
ン
ド
リ
ス
・
ポ
ー
ガ
指
揮

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団（
５
月
30
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ交響曲第4番を指揮するアンドリス・ポーガ（提供：NHK交響楽団）

交響曲第4番を演奏するＮ響
名古屋フィル演奏会の前半で指揮する下野竜也  ©中川幸作

後半でショスタコーヴィチの10番を演奏する下野竜也指揮名古屋フィル
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